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國際聯盟の指示による
改暦調査國内委員會

　（目下の取急問題に關し，我が國として最も急速レζ要求されるべき筈の　L國内委艮

會「の任命と其の組織や使命につv・て，そも日々1926年國際聯盟が各國にすsめて來

た文書や，諸種の央議丈などを一括して，こNに讃者に紹介する一編輯）

　　　　　　國際聯盟交逼蓮信諮問專門委員會の報告

　　　　　　　　　　　　　一1926年六月17日探澤一

　　L本諮問專門委員會は改暦調査特別委員會の報告を調査し，同委員會の

得たる事實により次の如く信ずる，

　1，暦の一般改正に面しては，既に實施されたる暦の簡易化及び文献調査

　　の事業を基礎として各面に於ける輿論により本問題を組織的に研究す

　　ることは如何なる改革を實現するにしても必要なることである．また

　　此の事業は主要霜囲方面の代表を含む改暦問題研究の國内乱艦を設置

　　することにより促進せられる．

　2，復活祭日を固定する問題に絶しては，本問題解決の任にある宗教當局

　　者の何れもが提案されたる方法の票則に就き何等反応をしてみない・

　　且その大多数は斯の如き方法に賛成なることを表明し，一般の人々も

　　反勤せす．他方各國の結晶界及び教育界で行った調査は改正提案に賛

　　成なることを明にした・

委員會は本事業の高子を確保する踏め適當なる虞置を執るやう交通通信委

員長に要求する．

　　　　　　　　　　　國際聯盟維會の決議

　　　　　　　　　　　　　一1926年九月26日探三一

L総會は改暦調査特別委員會の事業の結論を終局的に了承し，交通通過諮

問專門委員會の決定及び提案に同意する．「
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　　　　　　　　國際會議を開催するまで

国上記咽幽静糖蕨謙腿遣した摂な事は聯鞠會が・交

通通信委員會の決定と提案に同意することにより「交通通信委員會委員長

に断し，各國の當局者帥ち外務大臣に改暦に關する國内委員會を組織する

ことを要求する任務を與へたことである．その身内委三顧の委員リストの

代表的なるものは別項記載の米國國内委員會の如くである．

　経験に徴すれば，斯くの如き’國内委員會の事業によって，初めて各國民

は暦の簡易化問題について考へ，意見を定めることが出射る．また主要國に

於て本問題に關する態度が決った後，國際聯盟當局者が各國内委員會の報

告を聞いた上，暦の簡易化問題を解決する確め出際曾議が召集するに至る．

　・「綱内頚縄繊酪翻身儲によつ臨めら・べき樋であ・・

しかし各國内委員會には暦の簡易化に利害關係を有する各種の方面の代表

者を包括することが必要である．大部分の國では商工會議所，勢翻心罷，経

濟問題及び統計調査機智，婦人團盟，出版証跡團燈，教育運輸轟轟その他

の機關が關係團鎧の中に入って居り，これ等の機關は國内委員曾の組織に

政府の代表者と一致協力する爲め一名の代表を指名する．

　3國内委囎の櫻な・仕事鯉行の暦に嫡なる簡易化を施すべき

かを研究し，各種關係團罷の意見を統一調和し，暦の簡易化の問題を自由

に調査し，且つ政府より國際聯盟に提出する報告書に論明野は希望事項を

つけ加へる事等にある．

　この報告書は毫も政府を拘束するものではない．しかし政府は國民の利

害關係に鑑み，甑に委員曾を組織した國に於ける如く，財政，商工業，農

業，欝働及び婦人，豊前，保健，教育，経濟及び統計等の各方面の專門家

を海内委員會に参加せしめ政府を代表させなければならぬ．

・1國内類齢酌簡易化の問蹴充分に痛し終・迄は・珊は何

等決定的意見を表明せす，國内委員會を組織せる際には直ちに國際聯盟に

麺告し，凡ゆる必要なる調査資料及び情報の供給を受ける事が必要である・

　國際聯盟の手許にあって，改暦調査特別委員曾の報告書に引用せられて
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みる書類には現行暦の欠鮎大要及びその二三策の主要なるこ案の要綱があ

る．これ等の二見は毎年最後の週に特別な第八日目の日曜日　　閏年には

更にもう一日三日の日曜日を入れることを提案してみる・

今現行暦をAとし，書案をB及びCとすれば，

　B案一1ケ月30日の月を二つと，1ケ月31日の月一つとを交代にする1年

　　12ク月案

　C案一1ケ月を完全な4週間とする1年13ケ月案

この爾案を圖示すれば次の如くである・

　　　　　B案は30．30及び31日の3ケ月によリ季Q年）を畢均す

　　　　　　　　（この月日と曜日とは毎月憂化する）

一月（30日） 二月㈱日） 三月間3t日）

r　　　一　　　　　　國

日月火水米金土 日月火水木金鳥 日月火水木金口
1　2　3　4　5　6　7 1　2　3　4　5 1　2　3

8　9101112ユ314 6　7　8　9】0】112 4　5　6　7　8　910

15161718192021 三514151617コ81．｝ 1i　121314151617
22232425262728 20212223242526 互8192021222324
2930 27282930 2526272829303／

（日曜と月曜が5回あり， （火曜と水曜が5回あり， （木，金，土が5回あり，1ケ

火曜Hで月が写る） 木曜日で月が攣る♪ ，月は4週間と3日）

△不均等な月を以ては，週は終始が不定である．

△月の標準は，季に比し二千倍も多く使用されてるる．

△此のB案の利釜はC案の利盆の5％にも及ばない．

　　　C案では1年一13ケ月，1月＝28日

　（時計は月日及び曜日をも示すことが出來る）
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△十三月29日をL新年の日Z6月29日をL凶日］とす
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　　　　　　　△現行暦の六月と七月との間にSOL（ソル，太陽を意

　　　　　　　　挿す）と名付くる日を挿入する．

　　　　　　　△復活祭日は四月15日，クリスマスは十三月23日の月離日

固各國咽騒賂の雛書が提照れ繍調購盟幽囎説
　蒼集し，門内委員會の報告書に基いて次の諸問題を審議する．

　イ，暦の簡易化の要求．

　ロ，1年を52週に分ち，剰除のをL新年の月「1日とし，閏年にあってはし閏

　　　日「を置く原則の探用或は二三．

　・・，1年を不均等な12ケ月にする案（B案）か，均等な13ケ月にする案（C）

　　　案かの選定

　二，改定暦を開始する年の一刀1日が新蕉雨暦Eも同じ週日に當るやう

　　　取り極めること

同復活祭級旗他宗靴の瀬の問題1ま二三二二の自醜る決

定にまかせる．宗教團髄は國際聯盟に於て會議を開く様に招講せられるで

あらう・

1螺と礫との禾劇

B案（季を31日30日及び30臼の3ケ月とする案）の利盆

　1，孚期と季とは月と週の完杢な藪を有す。

　2，四季毎に月の日と週の日とが繰返される．

　3，短日同敷の勤務日がある．（但し土曜日と他の曜日とは経濟的償値が異

　　る）

　4，此較続計に際し，改暦後最初の年に左程調整する必要がなV・．

C案（1ケ月は28日完全な四週間則ち晦は15ケ月案）の利盆

　△この案の利盆は30日一30日一31HとするC案では得られないものである

　△國際聯盟改暦調査委員會報告書に記錐されたる28日案の典型的の生得（下記列塞

　　のOP　1，4，9及12）を見よ・

　△更：に20の附加的利盆を附す・

　△L新年の日「を挿入しない時には，（a）印の円盆は全く失はれ，（1））叩の下り盆は牛減

　　する，
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（a）

（a）
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（1））

（；i．）

（の

（a）

（b）

1，凡ての月は均等で，月短に日躍日より土野日に終る28日の4週日

　を有す．

2，週日は常に日附を示し，また反例に日附は週日を示す．時計に何

　日何曜日を表はすことが出來る．

3，支彿日，市場，定期市，集會等は毎月同じ日，同じ週日に開かれ

　る．この規則的なることは事務上にも，家庭生活上にも便宜である・

4，1ク月は完至なる4週より成るので，前週彿ひの賃金及び費用を悔

月彿ひの貸借料，諸支彿と調和することを得る．

5，現在浪費されてみる幾多の費用と時聞を節約し，開違ひを防止し，

屡々起る月日と週日との錯誤を湛ける．

6，各週日は毎月一定した日に繰返されてゆくから，凡ゆる週及び刀

を粒子とする仕事，生産，取引，支帯，取集め及び祉會的取極めが

規則正しく行はれる．

7，諸支彿等が日曜日になることがなくなる．

8，官廃，家庭，會砒，引回，法律，休日及びスポ1ツ等につき，凡

ての日程が永久に一定する．

9，牧入及び支出に封ずる期聞が同一一一一i或はその倍数となる．

（a）ユ0，避退の末日は週末日となってみるので，事務貸借料共他潤滑の事

　　　柄に封して都合がよい．

（b）11，月々の平入及び支出の均り合が明白に判って，1些些上商業上財政

　　　上及び家庭生活の搾め便利である．短月の週の撒が攣ったり，週の

　　　中程で月が改つたりすることはなくなる．

（b）］2，現在の不均等な月に於けるが如く貸借料，賃金等に生し李端な第

　　　五週同の支出をなすことがなくなる．不均の費用，統計を調整し，

　　　支出を節約し，進渉を計る．

　　13，給料，利子及びその他の計算に當り或る1日目り他のHまでの日

　　　数を自P時に知る事が出來る．例へば，一月10日より六月2帽までとす

　　　れば，28×5・一一140の140日に10日加へた150日である．

（b）14，各月の日数が均等で，而も均等なる週日を有することは，政府，輸
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　　　出入，商工業，學術，保健，都市及び家庭等の凡ゆる事柄に於て毎

　　　月の終りに日々の三門を計る丁合，統計上，頗る便利である．帥ち

　　　何等の調節も説明も要せす，翌月の計を立てNしめる．

　　　統計は凡ゆる事業の手引きとなり，事業家は毎月の統計記録によっ

　　　て事實を見，執るべき行勤を速かに決定することが出隅る．

（b）15，婦i人に潤しては，1ケ月が28日といふことは，その罪質菅野に一致

　　　して居り，280日の分娩日の計算に便利である．全人類の半数は今入

　　　であるから，凡ての婦人は1ケ月28日の案が月維及び分娩の日を知る

　　　に容易であり，また毎週及び毎月の勘定や家政上の事柄を行ふ上に

　　　便宜である・また一般的，祀：會的及び家庭的の約束をする揚合にも

　　　便利である・婦人は現在の如く同じ月の手當や給料から三四な第5

　　　週目の買物をしなくともよくなる．

（b）16，現在の如く仕事，支彿，通信，集會等に適當した日と週日とを探

　　　し求める手撒を除き，現在の如く法律，規則，規定等に於けるL第1

　　　月曜以後の火曜日「とかし第2及び第4の金曜日「等とV・ふ語句を凹い

　　　たり，廣告したり，印刷したりする無駄が省け，國家，商工業及び

　　　個人の時と金兜とを節約すること多大である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d
　　　此の節約につき米國のPtk員，事務員級になした調査では，米二丈け

　　　で毎年約六千萬圓に達することを示してみる・

（b）17，28日13ヶ月案を使用することにより，現在，勢働，給料，貸借料，恩

　　　下等，また製造，濫費町費，四道，海運等に凹し，1年12回運轄して

　　　みる融通償値：は1年13回運傳する．例へば現在毎月運罰してみる三

　　　十一圓の流通資本に封し改暦後はこ二十八圓で足り，改暦後の二十八

　　　圓は13回運回することにより現在の三十一圓とその融通償値を等し

　　　くする．1ク月中に牟端な第5週目の支沸ひをすることは無くなる・

　　　斯様にして節約し得る融通慣値は，28日案が用ぴられる年の始めの

　　　三ケ月間にヨーロッパ洲のみで約四十億圓に上り，之を事業の野守

　　　及び改良に使用することが出割る．また世界中では百億圓以上に達

　　　すると見積られてみる．
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（b）18，貸倒れ金や未彿勘定を現在の月露均額より一宮1（＝三十一圓と二十

　　　八圓との割含）丈け減する．

（b）19，暦は一定して乍々攣らなくなるので，現在の如く，毎年，暦を印刷

　　　し，蓮逸し，配布する：費用を節約する．

（b）20，誕生日及び記念日の月日と週日が一定する．

（a）21，復活祭日を固定：し，クリスマス及び新年の祭日を終末の休日に績

　　　くやうにする．

（a）22，日光節約の日（時計を早める日）を一一定するに役立つ・

（b）23，農業上の事柄で農民に便利となる．

（b）24，學術上，保健上其の他の研究に便利■なる．

　　　　　　國際聯盟より日本及び各國政府宛の書翰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1927年九月30日附一

し野際聯盟事務穂長は1927年八月20日ジュネiヅに開かれたる交通通信諮

問專門委員會の探澤せる次の如き決議を日本政府に通告する光町を有す．

L交通通信諮問委員會は改暦調査委員會の報告書中提案せられたる事業に

っき，特に改暦法研究の境内調査委員會設立の提案に關し二値ある一切の

情報を委員會に供給することを：凡ゆる關濾出局に懇請するやう聯盟事務総

長に求むることを決した．「

　此の決議に從ぴ，事務総長は本問題に熱する有釜なる情報を送附されん

ことを日本政府に要求するの光榮を有す．「

　此の書翰の結果の一つとして，米國政府は最も先きに次の如き典型的な

る國内委員會を組織した．

　　　　　　　　　　米國の改暦調査町内委員會

米國政府委員
　農業…C・F・マ1ヴイン博士（氣象局長，國内委員會副委員長）

　　　C・XV・ウオ1バ1　トン博士（振張事業局長）

　商業…G・K・バ1ヂエス博士（三二局長）

激育・づエiム」k　・∫・タイガU・博士（教育委員）
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　財政…デグイツト・S・フインレイ氏（財務次官助役）

　螢働…　itズルバート・スチユワiト博士（勢働統計委員）

　　　　メリー・アンダ1ソン女史（婦人山々長）

　海軍…アィクルバ1ガ1教授（航海暦局k長）

　科es…フレッド・E・ライト博士（國立學士院委員長）

　運輪…マックス・0。ローレンツ博士（野道委員長）

民　間　委　員

　商起業…ジヨ・・一ジ・イーストマン氏（イ1ス1・マン・コダック寓眞曾’壮々長，國内委

　　　　員曾委員長）

　　　　　ジエラード・スウオiプ氏（ゼネ，ラル電；氣會肚々長）

　　　　13・F・アツフレツク氏（ポ1トランド・セメント協時々長）

　財政・■一ジョージ・E・ロバ1ツ氏（ナショナル・シチ1銀行副頭取）

保瞼…ハiレイ・フイスク氏（メト・ポリタン保瞼會就戸長）

勢働…ウヰリブム・グリ1ン氏（来國勢働聯合曾頭）

新聞…ダヅイツト・ロ1レンス氏（コンソリデイテツド・プレス・アソエiシヨン會

　　　頭）

鐵道…A。H。ノ・リス氏（‘ウヨiク中央鐵肥壷杜長）

婦人團髄…ゾアレリア・H・パ；カ1博士（米誌婦人協議會日長）

　　　ジョーン・F・シツペル夫人（婦人團艦締聯合會々長）

　　　　メリー・・バーツ・ライン・・1ト夫人（著名婦人作家）

　　　　　　汎米會議（米大陸の21ヶ國よ隣る）

　！928年二月18日キューバーi’↑府ノ、ヴアナ市に而て開催の第6回汎米會議

は，全會～致，次の決議を可決した，

L各國に三内委員會を任命して提案されたる暦の簡易化問題を研究せしめ

暦改正の最良の方法を決定する國際會議開催の準備をなすことを決議す．「

この措置は目下執られてみる・

　　　　　　　　　　　國　際勢　働　線　會

　　　　　　　　　　　（政府，雇傭主及び勢働者の公式代表者より成る）

1928｛F六月の第！1回穂會に於て決議を以て

L國際聯盟事務局の要求を有効ならしめ，且つ勢働理事會の指示に從ひ，國

際夢働局が祇園の勢働組合團膿の充分なる考慮に置くことを希望し「，この

措置は執られてみる。
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　　　　　　　　　　國際聯盟協會萬國聯合會

1928年七月その第12回絡會に於て

L暦改Eの方法を提議する心際會議を國際聯盟に召集せしむる爲め，各國

政府が帥時分績を探るやうに勤めることを國際聯盟會に懇講ずる「と決議

した．

｛
⊥
9
β
り
0

可
⊥
り
ん

3

　　　　　　　現行暦の鉄籍
1ケ月の日数が一定してみなV・こと．

月日と週日とが一定せす，毎月攣ること．

復活祭日の一定してみなV・ことは，學校，裁判所等に不便で，

休日の期間を俘動せしめる．

　　　　　　　改暦案の利i霊
完全なる週を有する月に依て均等にせる事．

L新年の日「及びL二日「を入れることにより，週日と月日とを固

定せしめること．

復活祭日を四月15日に固定せること，

三つの改暦案の要領

　三際聯盟から出てみるA，B，　Cの三つ改暦案の要領を禦げ，又，現行

暦との比較を試みると吹の通りである．

天膿鵬搬晶晶器品；二瀬に＿1，

　て二月29日とする聴けである。
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　　　　◇12ヶ月制のB案は季（1／4年）を各13週間として均等にする・

B　　　　　一
一　◇3ケ月より隔る一一一一一季の最初の2ケ月は，1ケ月が30日宛，最後の1

　ケ月は31日とする・

◇之に，次のB案に依る暦表1月1日の虞に0を以て示したL新年の日「が］，　i．1

　加はる．

◇次のB案暦表は現行犯なるグレゴリオ暦と歩｝照せるものである．G欄は

　現行暦，8瀾ばB案の暦によるものである，

◇R案によると，247ラ・日が攣り，1ケ月中の週の敷が混fgiLして居り，週が

　月の末日に中途で切れる．
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℃－◇13備1のC案では囲を鋤4醐とし’毎胴じ日が同
　　　　　　じ週日となる．

◇凡ゆる週及び月を基礎として定めた日程を永久に一定せしめる，

◇各季は同じ日激で，長さが均しv・．

◇次表の1欄は庇のC案なる三際固定暦，G欄は現行のグレゴリオ暦による

　暦日である．

　嫁年最後の日は十三．月29Hで，これをL新牢の日「とし，國際的休日とす

　る．閏fF一　lcは六月29日に閏日を設け休日とする．これ等の日は別に何曜
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